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「銭座防空壕の保存に関する陳情」につぃて

九州新幹線西九州ルート建設工事現場(天神町地内)

で確認された防空壕跡について

2 位置図(防空壕跡が確認された箇所・天神町地内)

3 防空壕跡状況写真

《参考1 》長崎新聞記事(平成30年2月7日(水X寸)

《参考2》長崎新聞記事(平成30年3月2日(金)付)
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1 九州新幹線西九州ルート建設工事現場(天神町地内)で確認された
防空跡について

(1)概要

九州新幹線西九州ルートの建設を進めている鉄道・運輸機構が、新長崎トンネル

坑口付近(天神町地内)の建設現場において建物を解体したところ、法面に複数の
防空壕跡が確認された。
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(2)経過

ア平成30年2月6日、地元関係者から情報提供があり、長崎市(原爆被爆対

策部、まちづくり部)で現地を確認するとともに、事業者(鉄道・運輸機構)
に協力要請を行い、防空壕跡の数、幅、高さ、奥行き等を計測し、壕外から写
真撮影して現状の記録を行った。

イ原爆被爆対策部において、当防空壕跡について文献等の調査を行った。原爆
資料館で保存している写真の中には、当該防空壕跡に着目して撮影しているも

のはなく、戦後、原爆の影響について克明に調査した「米国戦略爆撃調査報告

書」「日本学術研究会議原子爆弾災害調査報告筈」にはこの防空壕跡にっいて
の記載は特になかった。

現地位置図
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(3)今後の対応

ア今回確認された防空壕跡は、原爆被害の顕著恋痕跡がなく、前述の主要恋調
査記録にも記載がないことから、現在も市内に多く残る防空壕跡と同様に、基
本的には埋戻しや閉塞などにょり市民の安全を確保すべきものと考えてぃる。
イなお、今回の防空壕跡は、新幹線建設工事に伴い新しく築造される擁壁や、
車道・歩道の切替に支障があるところに位置している。

状況写真

(4)新幹線建設工事スケジユール
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位置図(防空壕跡が確認された箇所・天神町地内)
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既存市道(天神町銭座町1号線)のん中に、新幹線高架橋の

橋脚が建つことから、山側に市道の付替えが必要となる。

工事ヤード確保、インフラ切替の闘係から、仮付替も必要となる
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橋脚(新設)

宝町バス
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。
徒
帯

が
掘
っ
た
見
汽
、
屋

霖
に
よ
っ
て
入
り
口
て

に
露
出
し
た
。
袷
年
前
の
誘

投
下
時
に
は
民
が

難
し
た
と
み
易
る
。

の
存
在
を
"
し
て
い
象
、

2
0
2
2
倭
の

が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
中
川
二 H

力
所
長
崎
原
爆
で
市
民
避
難

聾
讐
は
「
餓
の
蛋

な
い
限
禄
穩
難
し
い
と

し
て
、
る
。髪
面
に

被

、

の

ι

の
銭
座
曹
丁
目
の
一

0
に
鬼
る
。

誌
に
よ
言
、
哉
地
区
は

心
地
の
南
1
・
2
S
2
 
0
に
位

.
こ
ι
約
4
8

、

約
2
3
曳
が
住

、

ん
で
い
た
さ
れ
る
。
原

、
た

た
餓
町
2
 
目

姦

の
「
需
声
な
ど
勢
所
の

ー
に
゛
旦
ほ

い
調
ξ
な
さ
て
い
よ
い
た

め
内
部
の
造
な
ど
は
分
か

つ
て
い
な
い
。

で
は
荘
戸
の
痕

つ
か
っ
た
。

工
発
在
し
た

笈
の
九
1

は
「
手
は
防
空
に
つ
い
て

語
市
の
罫
姦
芋
る
。

エ
へ
の
ι
儒

で
は
回
答
で
き
な
い
」
と
し
て

い
る
。

か
、
各
蛋
が
床
下
な
ど
に
退

笑
と
い
う
。

建
欝
の
敷
1

1
合
材
、
衡
厨
の
長
方

形
。
こ
こ
は
誘
ル
ー
ト
の
ト

ン
ネ
ル
の
出
入
り
口
湛
に
な

る
。
家
屋
傑
が
望
っ

た
昨
手
月
邑
防
量

み
ら
れ
る
痕
跡
を
2
力
所
確

そ
の
後
1
で
次

0
々
と
ξ
見
つ
か
り
、

1
合
材
の
岩
の
崖
に
大
小
1

ほ
ま
語
陽
で
一
ん
で

い
た
。
の
の
入
口
は

籍
3
折
、
 
5
材
。
モ

で
は
6
臼
地
π
自
治

会
の
者
、
工
璽
、

社
穩
ゑ
に
向
か
っ
て
お

は
ら
い
を
し
た
。

防
套
巡
っ
て
は

1
年
の
平
和
公
園
の
エ
カ
レ

ー
タ
ー
エ
時
、
四
つ
の

見
つ
か
り
、
市
昏
体
が

全
漂
存
条
め
た
が
、
市
は

安
全
面
や
な
ど
を
貫

二
つ
を
保
を
た
。(
{
曇
さ

《参考1》長崎新聞記事(平成30年2月7日(水)付)

(1 201
崎」レート

(平成3咋)月日

で確認された 左にあるのが曇六の壕
(ー



ー
ル
ー
ト
俄
蛋
の
長
崎
市
雨
遼
認

さ
発
防
赤
力
に
つ
い
、
工
症
元
の
鐙
・
器

像
1
貝
既
に
4
力
所
を
ー
、

笑
金
め
占
と
竈
郷
に
し
た
。
衷
保
存

食
の
套
い
」
と
の
一
工
た
め
だ
が
、
地

元
貨
か
ら
は
鴛
の
ル
ー
ト
ー
え
れ
ま
ー
イ

方
よ
い
」
臭
璽
聞
か
る
一
方
で
「
一
部
で
し
て

ー
つ
て
い
る
。

ほ
し
い
」
と

新
幹
線
建
設
現
場
の
防
空
壕
群
長
崎

一
部
は
既
に
切
り
崩
し

防
1
確
認
こ
轟

町
1
長
1

の
爆
心
地
の
南
1
・
2
 
2
・
0
に

前
の
1
健

3

0

7

約
号
§
が
て
壕
に

避
し
た
人
も
い
た
と
ら
れ

る
。

エ
ー
禽
ル
ー
ト
の
ト

ン
ネ
ル
宙
入
り
口
鎧
に
な
る

歪
.
同
畿
局
に
よ
直
、

Ⅱ

力
所
の
1
穫
ト
ン
元

か
尋
念
量
1

れ
ー
よ
ど
に
妥
り
、

男
所
の
き
は
ト
ン
ネ
ル
や

レ
ー
ル
な
ど

こ
、

専
な
ど
姦
く
ス
ペ
ー
ス
を

箪
る
。
先
晶
日
か
、
ー
カ

所
を
ー
、
男
所
を
埋
め

を
た
と
い
う
。

こ
の
防
黛
を
巡
一
程

民
は
ー
"
纏
奈

く
通
言
い
弗
代
底
「
防

ー
よ
ん
て
嘉
会

か
っ
た
」
と
驚
い
た
擧
。
穐

崔
昼
区
に
饗
き

て
い
る
こ
と
1
「
他
と
比

べ
て
特
別
珍
し
い
も
の
で
も
な

と
淡
々
と
芋
。
兇

、、

4
日
「
原
爆
遺
跡
め
ぐ
り
」
で
解
説

べ
、
「
耆
に
ー
を

伝
え
ー
な
る
。
工
釆
進

ん
で
い
る
の
は
か
魯
一
部

で
も
保
壱
て
ほ
し
い
」
と
願
っ

て
い
る
。

は
原
存
と
な
れ
ぱ
驫
の
工

衆
1
ー

る
。
(
鑾
)
つ
孚
こ
と
に
な

つ
て
女
な
い
」
と
牙
。

一
方
で
保
系
め
見
も

る
。
こ
の
撲
で
喜
づ
く
り

に
取
り
讐
張
・
1
校

身
1
先
易
貝

こ
存
盲

爵裏
め
て
播
開
富
号

会
の
1
喬
会
で

れ
る
。
中
荏
貧
介
)
は
「
ま

圭
っ
た
形
璽
さ
奨
噺
空

香
の
ゑ

0

砲
1
め
に
保
亨
る
価

」
と
芋
。

銭
座
町
の
一
元
學
儒
、
清

ー
ん
靈
は
晶
国

民
学
管
年
の
時
に
爆
掘
か
ら

ー
・
豆
"
の
銭
座
町
2
百
(
現

銭
座
町
)
の
皇
璽
七

跨
の
防
に
つ
い
て
「
銭

座
の
人
た
象
戦
時
中
の

"
し綴

4
臼
、

J
R
長
鼠
、
1
区
ま
で

の
ー
を
伝
元
る
璽

跡
轡
り
」
1
る
。
彊

・
ー
ー
者
璽

串
荏
窟
究
'

回

(
{
ミ
さ

誘
ノ
ー
ト
ー
で
確
認
さ

染
防
空
糎
つ
い
て
軍

る
。
1
同
日
午
曹

露
盆
で
に
J
R
兪
高

盤
場
に
奨
子
る
。
谿
畠
、

(
烹
太

無
料
。

た
び
に
安
全
秦
め
磊
完

『
お
家
』
の
,
よ
規
怠

《参考2》長崎新聞記事(平成30年3月2日(金)付)
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